宇陀市立病院医事業務委託概要書
　この概要書は、宇陀市立病院医事業務の委託内容について定めるものである。

病院の概要
	名　　　　称
	宇陀市立病院

	現　在　地
	〒633-0298　奈良県宇陀市榛原萩原815番地

	ＴＥＬ / ＦＡＸ
	0745-82-0381 ／ 0745-82-0654

	ＵＲＬ
	http//www.udacity-hp.jp

	開設年月日
	昭和29年7月5日

	開　設　者
	宇陀市長　金剛一智

	院　　　長
	赤羽　たけみ


診療科目　内科、循環器内科、消化器内科、外科、整形外科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科
　　　　　　　脳神経内科、泌尿器科、皮膚科、小児科、リハビリテーション科、放射線科
　　　　　　　麻酔科、精神科
許可病床数　　１７６床（個室３６床）

　　　　　　　　　　　※ 内訳・・・一般急性期病棟８９床、　地域包括ケア病棟（８７床）

各階構造　　 【新本館】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【北館】

            地下　機械室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地下　機械室、倉庫
　　　　　　　　　１階　総合受付、一般外来、救急外来　　　　　 1階　脳神経内科

　　　　　　　　　　　　 放射線部門(CT、MRI、血管造影 他)　　　　　リハビリテーション科

　　　　　　　　　２階　一般外来、検査部門、薬剤科、医務課　 ２階　医局、地域医療連携課
　　　　　　　　　　　　 栄養科、ホスピタル食堂 等　　　　　　　　　　　栄養指導室、理容室

　　　　　　　　　３階　手術部門、人工透析室（３０床）　　　　　　　　　宇陀地区医師会事務局

　　　　　　　　　４階　整形外科病棟：４４床　　　　　　　　　　　　 ３階　院長室、副院長室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営企画課、情報ｼｽﾃﾑ課

　　　　　　　　　５階　包括ケア病棟：４２床　　　　　　　　　　　 　　　診療情報管理室、会議室
            ６階　内科混合病棟：４５床                 ４階　管理部門（更衣室 等）
　　　　　　　　　７階　包括ケア病棟：４５床　　　　　　　　　　　　　５階　院内保育園、大会議室
※各病棟にHCU（重症患者観察室）や食堂兼談話室を配置

診療日　　　　月曜日～金曜日
　　　　　　　　 ※但し、午後診療並びに、時間外受付はこの限りではない。

休診日　　　　土曜日・日曜日・祝祭日･年末年始（12月29日～1月3日）

受付時間　　　8時00分～11時00分

診療時間　　　8時30分～17時00分

その他（参考）

　【令和４年度】　　　　　【令和５年度】
1 １日あたり入院患者数　　　　　　　　　　１０２人　　　　　　　　　　１１２人
2 １日あたり外来患者数　　　　　　　　　　３７９人　　　　　　　　　　３９４人
3 病床稼働率　　　　　　　　　　　　　　　　６１．５％　　　　　　　　　６７．６％
4 月平均手術件数　　　　　　　　　　　　　　９６件　　　　　　　　　　　８７件
5 月平均救急受入れ件数　　　　　　　　　２８７件　　　　　　　　　　３０３件
6 レセプト件数（入院・外来）　　　　　　３，３０２件（入院）　　　　３，２４６件（入院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６３，６９１件（外来）　　　６１，２５９件（外来）
委託期間　　　令和７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３年間

業務内容　　　別紙の業務仕様書参照
業務執行体制

1 受注者の責務

2 病院の信用を失墜させるような行為をしない。また、業務従事者に対しても指導の徹底を図ること。

3 窓口業務に関しては、来院患者数に見合った人員を配置して患者の待ち時間の短縮に努めるよう常に適切な人員体制をとること。

4 業務を円滑に遂行するために、受注者は業務の総括責任者を選任することとし、専任については病院側と事前に協議しなければならない。又、変更する場合も同様とする。なお、総括責任者が休日等で業務にあたらない日は、代行できる者を配置すること。
5 業務従事者の能力及び資質について、病院側から指摘があった場合、迅速かつ真摯に受け止め検討を行い、再教育及び配置転換等の対応をすること。
6 緊急の場合に備えて、非常呼び出しに応じられるような体制を整え、適切な措置が講じられるよう準備をしておくと共に、緊急連絡網を作成し提出すること。

7 業務を適正に執行するにあたり、総括責任者を含む業務従事者全員に対し必要な指導・教育・研修を毎年行うこと。

8 労働関係の法令を遵守し、総括責任者及び業務従事者の健康管理・労働安全衛生に努めること。又、業務従事者の感染症予防策を講じ、万が一感染等が判明した場合には直ちに必要な措置をとると共に、その旨を病院側に報告すること。

9 業務の円滑な執行及び精度向上を図るための改善案等について、必要に応じて病院側に提言すること。

10 業務マニュアルを作成し提出すると共に、変更があれば改訂し常に最新の状態にしておくこと。
（1） 総括責任者の責務
1 総括責任者は、業務従事者の責務に加え次の責務を負う。

2 総括責任者は、業務の内容を熟知して適正に業務従事者を配置し、指揮監督を行わなければならない。

3 総括責任者は、業務従事者をよく掌握し、委託業務執行に支障をきたすことのないよう配慮すると共に、業務中のトラブル等については率先してその解決に当たらなければならない。（クレーム対応を含む。）
4 委託業務の履行に関する病院側の指導としては、総括責任者に対して行う。
（2） 業務従事者の責務
1 業務従事者は、宇陀市立病院に勤務する医療従事者としての自覚を持ち、服装や身だしなみ、言葉遣い等は品位の保持に努め、業務執行中は市立病院の定める規定等に従って行動しなければならない。

2 業務従事者は、その業務執行中においてデーター入力や診療報酬請求等の誤りが生じないように細心の注意を払わなければならない。万が一誤りや不明な箇所を発見した時は、即座に確認し上司に報告すると共に必要な修正を行うこと。
3 業務従事者は、接遇に優れ、医療保険制度・公費医療制度・福祉医療制度・診療報酬請求など様々な制度に関する基礎的知識を熟知し、患者等からの問い合わせに対しても的確な説明及び丁寧な対応をしなければならない。
（3） 委託業務の引き継ぎ
1 委託業務は、委託契約の終期を持って満了する。但し、委託業務のうち診療報酬請求事務については、委託業務が満了する月分の請求も行うこと。
2 委託業務が満了するときには、責任を持って病院側が指定する次の業者に対して業務を引き継がなければならない。

（4） その他
1 受注業者は、年１回以上診療報酬請求業務に関する監査を行い、結果報告書（不備事項等の対策、提案を含む　：　様式不問）を病院側に提出するものとする。
2 受注業者は、病院側からの依頼があれば病院各種委員会及び研修会等へ出席しなければならない。

3 業務内容に定めの無い事項が発生した場合、双方協議の上、解決するものとする。
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